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今年度号は，本誌創刊以来もっとも充実した執筆者陣となった． 
 
第１論文の執筆者である林洋輔氏は，本誌第 2 号に「デカルトにおける人間論考」
を寄稿された若き体育哲学者である．氏は大阪教育大学教育学部保健体育講座に，専
任の講師として 2015 年 4 月付でめでたく着任された．本誌への氏の再度の寄稿を，
心より慶賀したい． 
 
第 2 論文の執筆者である鈴木大地氏は，本誌第 6 号から 3 期連続での寄稿となる．
氏は 2015 年 7 月，本学大学院・生命環境科学研究科生物科学専攻に，脊椎動物視覚
系の進化的起源に関する学位論文（"On the Evolutionary Origin of the Vertebrate 
Visual System: Insights from the Comparative Researches on the Visual 
Development of the Lamprey and Amphioxus"）を提出し，研究科長賞と併せてめで
たく理学博士号を取得された．2016 年 4 月からは，日本学術振興会海外特別研究員
として，スウェーデンのカロリンスカ研究所において引き続き研鑽を積まれる予定で
ある．氏の一層の活躍を祈念したい． 
 
第 3論文の執筆者である石田隆太氏は，トマス・アクィナスにおける個体化の原理
をめぐり，日本学術振興会特別研究員として中世哲学会その他の学会で活躍される新
進気鋭の哲学者である．氏は『神学大全』に関する大学院のゼミナールにおいて，学
類生にも学究としての模範的な姿勢を示してくれている． 
 
第 4論文の執筆者である菊地英里香氏を含め，執筆者たちはみな，ラテン語および
ギリシア語と古典古代学を筑波大学において修得された，気鋭の研究者たちである．
本学に生まれた古典古代学の学統が，国内外において少しずつ開花するのを目にでき
ることは，主幹として大いに喜びとするところである．  
 
引き続き，読者各位の心ある支援をお願いする次第である． 
 
        2016年 3月 25日 
                   筑波大学人文社会系 教授 
                              秋山 学 
